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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
“
文
学
少
女
”
と
科
学
と
魔
術
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
が
交
差
す
る
決
闘
者
た
ち

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
０
２
Ｖ

【
作
者
名
】

　
朱
鳳
鈴

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
り
あ
え
ず
、
い
ろ
い
ろ
出
し
て
み
た
・
・
・
・
ど
う
な
る
か
？
そ
ん
な
の

知
り
ま
せ
ん
。



2

第
１
章
　
文
学
少
女
チ
ー
ム
結
成
（
前
書
き
）

か
な
り
昔
の
作
品
で
す
。
心
し
て
読
む
よ
う
に
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第
１
章
　
文
学
少
女
チ
ー
ム
結
成

僕
、
井
上
心
葉
は
今
日
も
い
る
も
道
理
に
妖
怪
の
天
野
遠
子
先
輩
に
三
題
噺
を

い
の
う
え
こ
の
は

あ
ま
の
と
お
こ

書
い
て
い
る
。
は
ず
だ
が
、
・
・
・
。

心
葉
「
僕
は
タ
ー
ン
エ
ン
ド
で
す
。
」

遠
子
「
私
の
タ
ー
ン
よ
、
ド
ロ
ー
。
」

何
で
こ
ん
な
こ
と
を
僕
た
ち
が
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
３
０
分
前

の
こ
と
。
遠
子
先
輩
が
遅
く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
始
ま
り
だ
っ
た
。

心
葉
「
遠
子
先
輩
今
日
は
遅
い
な
ぁ
ー
。
」

っ
て
僕
は
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
別
に
遠
子
先
輩
を
ま
た
な
く
て
も
い
い
じ

ゃ
な
い
か
。
も
う
か
え
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
ん
か
？

心
葉
「
あ
ー
も
う
！
後
５
分
し
た
ら
か
え
っ
て
や
ろ
う
、
そ
し
て
明
日
も
の
す

ご
い
三
題
噺
を
書
い
て
や
る
。
」

そ
し
て
遠
子
先
輩
は
、
ぴ
っ
た
し
５
分
後
に
き
た
。

遠
子
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
心
葉
君
遅
れ
て
き
て
。
」

心
葉
「
い
え
、
後
１
秒
し
た
ら
、
か
え
る
つ
も
り
で
し
た
し
。
」

遠
子
「
ひ
ど
ー
ー
い
、
心
葉
君
先
輩
に
た
い
し
て
の
心
使
い
が
な
っ
て
な
い
こ

と
す
る
な
ん
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
わ
。
」
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と
い
っ
て
い
つ
も
の
席
で
、
い
つ
も
道
理
に
パ
イ
プ
い
す
の
上
に
、
体
育
座
り

で
本
を
読
ん
で
・
・
・

心
葉
「
い
や
、
僕
が
な
ぜ
、
妖
怪
に
対
し
て
心
使
い
を
し
な
い
と
い
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」

遠
子
「
ほ
ん
と
に
ひ
ど
ー
ー
い
、
心
葉
君
そ
れ
に
私
は
妖
怪
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。

私
は
、
本
が
食
べ
た
い
ほ
ど
好
き
な
た
だ
の
文
学
少
女
な
の
よ
。
」

と
い
っ
て
、
本
の
ペ
ー
ジ
を
千
切
り
口
へ
入
れ
て
・
・
・

遠
子
「
う
～
ん
、
お
い
し
い
わ
。
や
っ
ぱ
今
の
季
節
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
に
限

る
わ
ね
。
」

食
べ
る
妖
怪
な
の
だ
。

ま
ぁ
、
妖
怪
と
い
う
と
さ
っ
き
み
た
い
に
い
っ
て
く
る
ん
だ
け
ど
。

心
葉
「
今
日
は
遅
か
っ
た
で
す
が
な
ぜ
で
す
か
？
」

遠
子
「
そ
う
そ
う
、
今
日
ね
～
、
廊
下
で
こ
ん
な
紙
を
見
つ
け
た
の
よ
。
」

と
い
っ
て
僕
に
紙
を
１
枚
見
せ
て
き
た
。

心
葉
「
え
ー
と
、
全
国
Ｄ
Ｍ
選
手
大
会
で
す
か
？
」

遠
子
「
そ
う
、
今
は
や
っ
て
い
る
、
デ
ュ
エ
ル
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
な
の
よ
心
葉
君
。

」心
葉
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」
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遠
子
「
出
る
の
よ
。
こ
の
大
会
に
！
」

心
葉
「
そ
う
で
す
か
、
か
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

僕
は
適
当
に
答
え
て
、
遠
子
先
輩
の
三
題
噺
を
書
く
準
備
を
し
て
い
た
。

遠
子
「
何
い
っ
て
る
の
、
心
葉
君
も
出
る
の
よ
？
」

僕
は
、
一
瞬
遠
子
先
輩
の
言
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
・
・
・
。

心
葉
「
ち
ょ
っ
と
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
で
ぼ
く
が
で
な
い
と
い
け
な
い
で

す
か
？
」

遠
子
「
だ
っ
て
こ
こ
見
て
、
最
低
５
人
最
高
８
人
ま
で
で
参
加
す
る
よ
う
に
っ

て
書
い
て
い
る
ん
だ
も
ん
。
」

僕
は
、
も
う
１
度
だ
け
読
ん
で
み
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
い
た
。

出
場
校
は
最
低
５
人
か
ら
８
人
ま
で

学
校
の
部
活
で
出
る
も
の
よ
し
、
適
当
に
作
っ
た
チ
ー
ム
で
も
よ
し
と
す
る
。

さ
ら
に
年
齢
制
限
は
な
し
と
す
る
。

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
Ｋ
Ｃ
よ
り
１
０
０
万
円
が
寄
付
さ
れ
る
。

主
催
者
Ｋ
Ｃ
社
長
と
イ
ン
ダ
ス
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ム
社
長

と
・
・
・
。

心
葉
「
出
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
。
」

遠
子
「
出
れ
る
わ
よ
も
う
４
人
も
集
ま
っ
て
い
る
も
ん
。
後
は
心
葉
君
が
出
て

く
れ
た
ら
い
い
の
よ
。
」
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心
葉
「
・
・
・
・
。
わ
か
り
ま
し
た
、
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
・
・
。
」

遠
子
「
わ
か
っ
て
く
れ
た
ん
だ
ー
。
あ
り
が
と
う
心
葉
く
・
・
。
」

心
葉
「
僕
に
勝
て
た
ら
、
出
ま
し
ょ
う
。
」

遠
子
「
え
っ
？
」

心
葉
「
Ｄ
Ｍ
で
僕
に
勝
て
た
ら
、
大
会
に
、
出
ま
し
ょ
う
っ
て
い
っ
た
ん
で
す

が
。
何
か
問
題
で
も
。
」

遠
子
「
そ
う
い
う
こ
と
ね
、
分
っ
て
い
た
わ
よ
。
そ
の
く
ら
い
・
・
。
び
っ
く

り
し
た
わ
。
」

心
葉
「
何
か
言
い
ま
し
た
？
」

遠
子
「
い
え
、
何
で
も
な
い
わ
。
さ
っ
さ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
心
葉
君
。
」

心
葉
「
そ
う
で
す
か
、
そ
れ
で
は
デ
ュ
エ
ル
で
す
。
」

天
野
　
遠
子
　
Ｖ
Ｓ
　
井
上
　
心
葉

Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
　
Ｖ
Ｓ
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０

心
葉
「
僕
の
タ
ー
・
・
。
」

遠
子
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
心
葉
君
。
」

心
葉
「
何
で
す
か
？
」

遠
子
「
レ
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
っ
て
言
葉
知
っ
て
る
わ
よ
ね
。
」
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心
葉
「
え
・
・
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
先
行
は
譲
り
ま
す
。
」

遠
子
「
そ
う
わ
よ
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
、
私
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
よ
。

私
は
『
熟
練
の
黒
魔
術
師
』
を
攻
撃
表
示
で
召
喚
よ
。
」

 
熟
練
の
黒
魔
術
師
　
闇
属
性
　
魔
法
使
い
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
１
９
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ

１
７
０
０
　
効
果
モ
ン
ス
タ
ー

遠
子
「
『
熟
練
の
魔
術
師
』
の
効
果
は
、
自
分
か
相
手
が
、
魔
法
カ
ー
ド
を
使

う
た
び
に
、
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
を
１
つ
乗
せ
る
。
そ
し
て
、
３
つ
乗
っ
た
こ
の

モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
デ
ッ
キ
・
墓
地
・
手
札
の
ど
れ
か
か

ら
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
』
を
特
殊
召
喚
で
き
る
の
よ
。

そ
し
て
私
は
魔
法
カ
ー
ド
『
天
使
の
施
し
』
を
発
動
す
る
わ
。
」

心
葉
「
そ
れ
禁
止
カ
ー
ド
で
す
け
ど
。
」

遠
子
「
い
え
、
今
大
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
禁
止
、
制
限
が
変
わ
る
ら
し
い
わ
。

」心
葉
「
そ
う
で
す
か
ー
。
」

（
て
こ
と
は
、
今
、
遠
子
先
輩
の
デ
ッ
キ
に
は
、
元
禁
止
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い

る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
の
か
。
そ
れ
っ
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ふ
り
じ
ゃ
な
い
か
。

）心
葉
「
今
、
す
ぐ
や
め
ま
し
ょ
う
。
遠
子
先
輩
。
」

遠
子
「
だ
め
よ
、
男
の
子
が
そ
ん
な
こ
と
い
っ
ち
ゃ
、
男
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。
」
」
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い
つ
も
な
が
ら
、
む
ち
ゃ
な
こ
と
を
い
い
ま
す
ね
、
こ
の
人
は
で
も
、

心
葉
「
わ
か
り
ま
し
た
。
い
い
で
し
ょ
う
、
て
か
、
い
い
ハ
ン
デ
で
す
。
い
つ

も
僕
が
勝
っ
て
ま
す
か
ら
。
」

遠
子
「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
い
る
も
の
今
の
う
ち
よ
。
え
っ
と
今
こ
の
カ
ー
ド

発
動
途
中
だ
っ
た
わ
よ
ね
。
」

心
葉
「
は
い
そ
う
で
す
。
」

遠
子
「
そ
れ
じ
ゃ
効
果
に
よ
り
３
枚
ド
ロ
ー
、
こ
の
カ
ー
ド
と
こ
の
カ
ー
ド
を

捨
て
る
わ
。
さ
ら
に
『
熟
練
の
黒
魔
術
師
』
に
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
が
乗
る
わ
。
」

 
捨
て
た
カ
ー
ド
・
・
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
神
聖
魔
導
王
　
エ
ン
デ
ィ

ミ
オ
ン

 
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
・
・
熟
練
の
黒
魔
術
師
（
１
個
）

遠
子
「
私
は
カ
ー
ド
を
１
枚
セ
ッ
ト
し
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
よ
。
」
手
札
４
枚
　

Ｌ
Ｐ
４
０
０
０

心
葉
「
僕
の
タ
ー
ン
で
す
ね
。
ド
ロ
ー
。

僕
は
魔
法
カ
ー
ド
『
融
合
』
発
動
で
す
、
手
札
の
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
バ
ー
ス
ト

レ
デ
ィ
』
と
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
フ
ェ
ザ
ー
マ
ン
』
を
融
合
、
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
』
を
融
合
召
喚
し
ま
す
。
」

バ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
　
炎
属
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
１
２
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
　
８
０

０
　
通
常
モ
ン
ス
タ
ー

 
フ
ェ
ザ
ー
マ
ン
　
風
族
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
１
０
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
　
１
０
０

０
　
通
常
モ
ン
ス
タ
ー

 
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
　
風
族
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
１
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ

　
１
２
０
０
　
融
合
／
効
果
モ
ン
ス
タ
ー
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遠
子
「
そ
の
瞬
間
『
黒
魔
術
師
』
に
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
が
乗
る
わ
。
」

 
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
・
・
黒
魔
術
師
（
２
個
）

心
葉
「
そ
し
て
、
僕
は
こ
の
ま
ま
バ
ト
ル
フ
ェ
イ
ズ
に
入
り
ま
す
。
『
フ
レ
イ

ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
』
で
『
黒
魔
術
師
』
を
攻
撃
し
ま
す
。
“
フ
レ
イ
ム
シ
ュ
ー

ト
”
さ
ら
に
、
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
破
壊
し
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
攻
撃
力
分
の
ダ
メ

ー
ジ
も
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。
」

  
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
１
０
０
 

Ｖ
Ｓ
　
黒
魔
術
師
 

Ａ
Ｔ

Ｋ
１
９
０
０

遠
子
「
リ
バ
ー
ス
カ
ー
ド
オ
ー
プ
ン
よ
、
速
攻
魔
法
『
月
の
書
』
発
動
よ
。
こ

の
効
果
で
、
『
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
』
を
裏
守
備
表
示
に
し
て
も
ら
う
わ
。

さ
ら
に
、
『
黒
魔
術
師
』
に
、
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
が
乗
る
わ
。
」

 
魔
力
カ
ウ
ン
タ
ー
・
・
黒
魔
術
師
（
３
個
）

心
葉
「
・
・
・
僕
は
、
カ
ー
ド
を
１
枚
セ
ッ
ト
し
て
タ
ー
ン
終
了
で
す
。
」
手

札
２
枚
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０

遠
子
「
私
の
タ
ー
ン
ね
、
ド
ロ
ー
よ
。

私
は
、
『
黒
魔
術
師
』
リ
リ
ー
ス
し
て
、
デ
ッ
キ
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ

ン
』
を
特
殊
召
喚
よ
。
」

 
ブ
ラ
マ
ジ
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
５
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
　
２
１
０
０
　
闇
族
　
魔
法
使

い
　
通
常
モ
ン
ス
タ
ー

遠
子
「
私
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
』
で
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セ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
に
攻
撃
、
“
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
”
よ
。
」

 
ブ
ラ
マ
ジ
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
５
０
０
　
Ｖ
Ｓ
　
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
　
Ｄ

Ｅ
Ｆ
　
１
２
０
０

遠
子
「
『
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
』
撃
破
よ
。
」

心
葉
「
『
フ
レ
イ
ム
ウ
イ
ン
グ
マ
ン
』
が
墓
地
に
送
ら
れ
た
と
き
、
リ
バ
ー
ス

カ
ー
ド
オ
ー
プ
ン
ト
ラ
ッ
プ
カ
ー
ド
『
ヒ
ー
ロ
ー
シ
グ
ナ
ル
』
発
動
し
ま
す
。

こ
の
効
果
は
戦
闘
で
、
モ
ン
ス
タ
ー
が
破
壊
さ
れ
た
と
き
発
動
し
、
デ
ッ
キ
よ

り
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
の
レ
ベ
ル
４
以
下
の
モ
ン
ス
タ
ー
１
体
特
殊
召
喚
し
ま

す
。
こ
の
効
果
に
よ
り
、
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ン
』
を
表
側
守
備

表
示
で
特
殊
召
喚
し
ま
す
。
」

  
Ｅ
・
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
　
フ
ェ
レ
ス
ト
マ
ン
　
地
属
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
１
０
０
０

　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
２
０
０
０
効
果
モ
ン
ス
タ
ー

遠
子
「
そ
れ
じ
ゃ
私
は
メ
イ
ン
２
で
カ
ー
ド
を
１
枚
セ
ッ
ト
し
て
タ
ー
ン
終
了

よ
。
」
手
札
３
枚
　
Ｌ
Ｐ
　
４
０
０
０

心
葉
「
僕
の
タ
ー
ン
で
す
、
ド
ロ
ー
。

僕
は
、
ス
タ
ン
バ
イ
フ
ェ
イ
ズ
時
に
『
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ン
』
の
効
果
を
発
動
し

ま
す
。
こ
の
効
果
で
『
融
合
』
の
カ
ー
ド
を
手
札
に
加
え
ま
す
。

そ
し
て
、
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
　
エ
ア
ー
マ
ン
』
を
召
喚
、
効
果
を
発
動
で
す
。

効
果
は
２
つ
あ
り
ま
す
が
、
デ
ッ
キ
か
ら
『
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
の
名
の
つ
い
た
モ
ン

ス
タ
ー
１
体
を
手
札
に
加
え
る
ほ
う
を
使
い
、
デ
ッ
キ
よ
り
、
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
　
オ
ー
シ
ャ
ン
』

を
手
札
に
加
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
『
融
合
』
を
発
動
し
ま
す
。
手
札
の
『
オ
ー

シ
ャ
ン
』
と
場
の
『
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ン
』
を
融
合
、
僕
の
切
り
札
、
『
Ｅ
－
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ア
ー
ス
』
を
融
合
召
喚
で
す
。
」
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エ
ア
ー
マ
ン
　
風
属
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
１
８
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
１
５
０
０
　

効
果
モ
ン
ス
タ
ー

 
オ
ー
シ
ャ
ン
　
水
属
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
１
５
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
１
２
０
０
　
効

果
モ
ン
ス
タ
ー

 
ジ
・
ア
ー
ス
　
光
属
　
戦
士
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
５
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
２
０
０
０
　
融

合
／
効
果
モ
ン
ス
タ
ー

心
葉
「
僕
は
、
『
ジ
・
ア
ー
ス
』
の
効
果
を
発
動
し
ま
す
。
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー

は
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
以
外
の
『
Ｅ
－
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
と
名
の
つ
い
た
モ
ン
ス
タ
ー

リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
で
そ
の
数
値
分
攻
撃
力
に
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
自
分
の
場
に
い
る
『
エ
ア
ー
マ
ン
』
を
リ
リ
ー
ス
し
、
そ
の
攻
撃
力

分
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
」

 
ジ
・
ア
ー
ス
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
５
０
０
＋
１
８
０
０
＝
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
４
３
０
０

心
葉
「
僕
は
『
ジ
・
ア
ー
ス
』
で
『
ブ
ラ
マ
ジ
』
を
攻
撃
、
“
ジ
・
ア
ー
ス
マ

グ
ナ
”
。
」

 
ジ
・
ア
ー
ス
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
４
３
０
０
　
Ｖ
Ｓ
　
ブ
ラ
マ
ジ
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
５
０
０

 
遠
子
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
－
１
８
０
０
＝
２
２
０
０

心
葉
「
『
ブ
ラ
マ
ジ
』
撃
破
で
す
。
僕
は
そ
の
ま
ま
タ
ー
ン
エ
ン
ド
で
す
。
」

手
札
２
枚
　
Ｌ
Ｐ
　
４
０
０
０

遠
子
「
私
の
タ
ー
ン
ね
、
ド
ロ
ー
よ
。
」

（
え
・
・
・
こ
の
カ
ー
ド
は
何
で
こ
の
カ
ー
ド
は
入
っ
て
い
る
の
か
し
ら
で
も

い
ま
は
こ
の
カ
ー
ド
し
か
な
い
わ
ね
）

心
葉
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。
遠
子
先
輩
？
」



12

遠
子
「
い
え
な
ん
で
も
な
い
わ
、
カ
ー
ド
を
１
枚
セ
ッ
ト
し
て
、
手
札
よ
り
、

魔
法
カ
ー
ド
『
手
札
抹
殺
』
を
発
動
よ
。
互
い
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
手
札
を
す

べ
て
捨
て
て
、
捨
て
た
分
だ
け
ド
ロ
ー
で
き
る
わ
よ
、
私
こ
こ
の
２
枚
の
カ
ー

ド
を
す
て
て
２
枚
ド
ロ
ー
よ
。
心
葉
君
も
そ
の
カ
ー
ド
を
捨
て
て
ね
。
」

心
葉
「
わ
か
り
ま
し
た
。
２
枚
捨
て
て
、
２
枚
ド
ロ
ー
し
ま
し
た
。
」

 
遠
子
が
捨
て
た
カ
ー
ド
・
・
？
？
？
？
と
王
立
の
魔
法
図
書

 
心
葉
が
捨
て
た
カ
ー
ド
・
・
ブ
ル
ー
メ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

遠
子
「
私
は
、
今
伏
せ
た
カ
ー
ド
オ
ー
プ
ン
、
魔
法
カ
ー
ド
『
死
者
蘇
生
』
を

発
動
よ
。
こ
の
カ
ー
ド
で
蘇
生
さ
せ
る
モ
ン
ス
タ
ー
は
、
・
・
・
。
」

心
葉
「
『
ブ
ラ
マ
ジ
』
か
『
エ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
』
で
す
か
？
」

遠
子
「
い
い
え
違
う
わ
、
私
が
蘇
生
さ
せ
る
モ
ン
ス
タ
ー
は
、
『
ラ
ー
の
翼
神

竜
』
よ
。
」

心
葉
「
・
・
・
・
、
そ
れ
っ
て
本
物
で
す
か
？
」

遠
子
「
本
物
よ
、
ほ
ら
、
カ
ー
ド
の
裏
が
普
通
だ
も
の
。
」

心
葉
「
そ
う
で
す
ね
。
」

（
で
も
た
し
か
、
神
の
カ
ー
ド
１
年
前
に
あ
っ
た
地
震
で
な
く
な
っ
た
、
っ
て

ニ
ュ
ー
ス
で
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
に
、
な
ん
で
遠
子
先
輩
が
持
っ
て

い
る
ん
だ
。
）

心
葉
「
で
も
、
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
は
３
体
の
い
け
に
え
が
必
要
で
、
そ
の
数

値
で
攻
撃
力
と
守
備
力
が
決
ま
る
モ
ン
ス
タ
ー
の
は
ず
で
す
。
よ
っ
て
『
ラ
ー
』

の
攻
撃
力
、
守
備
力
は
０
の
は
ず
で
す
。
」

遠
子
「
心
葉
君
と
も
人
が
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
の
効
果
を
お
忘
れ
て
い
る
の
？
」
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心
葉
「
え
っ
。
」

遠
子
「
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
後
２
つ
の
能
力
が
あ
る

の
よ
。
」

心
葉
「
あ
っ
！
そ
・
・
そ
れ
で
も
攻
撃
力
は
足
り
ま
せ
ん
。
」

遠
子
「
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
の
第
２
の
効
果
を
発
動
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
を
１
ま
で
減
ら
し
、
そ
の
数
値
を
攻
撃
力
守
備
力
に
加
算
す
る
。
さ

ら
に
、
自
分
フ
ィ
ー
ル
ド
上
の
表
側
攻
撃
表
示
モ
ン
ス
タ
ー
を
リ
リ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
そ
の
攻
撃
力
を
加
算
す
る
。
こ
の
効
果
は
ダ
メ
ー
ジ
ス
テ
ッ
プ
中
に

も
適
用
す
る
わ
。
で
も
こ
の
効
果
は
、
特
殊
召
喚
で
な
い
と
発
動
し
な
い
わ
。
」

 
遠
子
　
Ｌ
Ｐ
　
２
２
０
０
－
２
１
９
９
＝
Ｌ
Ｐ
　
１

遠
子
「
私
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
を
反
転
召
喚
『
カ
ー
ド
エ
ク
ス
ク
ル
ー
ダ
ー
』
こ

の
ま
ま
バ
ト
ル
フ
ェ
イ
ズ
よ
。
」

 
ル
ー
ダ
ー
　
地
属
性
　
魔
法
使
い
　
星
３
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
４
０
０
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
　

４
０
０
　
効
果
モ
ン
ス
タ
ー

遠
子
「
ま
ず
、
『
ル
ー
ダ
ー
』
で
攻
撃
よ
、
そ
の
瞬
間
リ
バ
ー
ス
カ
ー
ド
オ
ー

プ
ン
ト
ラ
ッ
プ
カ
ー
ド
『
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
サ
ー
ク
ル
』
発
動
よ
。
」

心
葉
（
え
・
・
・
え
ー
ー
ー
ー
。
）

遠
子
「
こ
の
効
果
で
お
互
い
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
０
０
０
以
下
の

魔
法
使
い
モ
ン
ス
タ
ー
を
１
体
特
殊
召
喚
す
る
。
私
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
シ
ャ

ン
・
ガ
ー
ル
を
特
殊
召
喚
よ
。
心
葉
君
は
モ
ン
ス
タ
ー
は
？
」

心
葉
「
あ
り
ま
せ
ん
。
」
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負
け
た
ね
こ
れ
は
、
こ
れ
で
大
会
い
き
確
定
か
。
と
ほ
ほ
。
（
泣
）

遠
子
「
ほ
ん
と
は
デ
ッ
キ
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
し
な
い
で
お
く
わ
。
」

心
葉
「
そ
う
で
す
か
。
」

遠
子
「
モ
ン
ス
タ
ー
が
特
殊
召
喚
し
た
た
め
、
巻
き
戻
し
が
発
生
し
、
『
ル
ー

ダ
ー
』
の
攻
撃
は
や
め
て
、
『
ガ
ー
ル
』
で
『
ジ
・
ア
ー
ス
』
に
攻
撃
、
『
ガ

ー
ル
』
は
互
い
の
墓
地
に
い
る
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
』
か
『
マ
ジ
シ
ャ

ン
・
オ
ブ
・
ブ
ラ
ッ
ク
カ
オ
ス
』
１
体
に
つ
き
攻
撃
力
が
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア

ッ
プ
す
る
わ
。
よ
っ
て
、
攻
撃
力
は
２
６
０
０
な
る
の
よ
、
こ
れ
で
『
ジ
・
ア

ー
ス
』
の
攻
撃
力
を
超
え
て
る
わ
。
」

 
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
ガ
ー
ル
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
　
２
６
０
０
　
Ｖ
Ｓ
　
Ｅ
－
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
ア
ー
ス
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
５
０
０

 
心
葉
　
Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
－
１
０
０
＝
３
９
０
０

心
葉
（
あ
ー
あ
、
ま
た
、
遠
子
先
輩
に
つ
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
）

遠
子
「
心
葉
君
準
備
は
で
き
て
る
。
」

心
葉
「
で
き
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
、
て
か
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
」

遠
子
「
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
で
心
葉
君
に
攻
撃
よ
。
ゴ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ズ
キ
ャ
ノ

ン
。
」

 
ラ
ー
の
翼
神
竜
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
１
９
９

遠
子
「
ダ
メ
ー
ジ
ス
テ
ッ
プ
時
に
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
の
効
果
発
動
よ
、
自
分

の
フ
ィ
ー
ル
ド
上
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
シ
ャ
ン
ガ
ー
ル
』
と
『
カ
ー
ド
エ
ク
ス

ル
ー
ダ
ー
』
を
リ
リ
ー
ス
し
て
攻
撃
力
ア
ッ
プ
よ
。
」

 
ラ
ー
の
翼
神
竜
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
２
１
９
９
＋
２
６
０
０
＋
４
０
０
＝
Ａ
Ｔ
Ｋ
５
１
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９
９

 
心
葉
　
Ｌ
Ｐ
３
９
０
０
－
５
１
９
９
＝
Ｌ
Ｐ
－
１
２
９
９

遠
子
「
や
っ
た
わ
。
」

心
葉
「
わ
か
り
ま
し
た
、
約
束
な
の
で
出
ま
し
ょ
う
、
で
も
、
あ
と
３
人
て
誰

の
こ
と
で
す
か
？
」

遠
子
「
え
っ
？
」

心
葉
「
え
っ
？
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

遠
子
「
え
え
え
え
、
ほ
ら
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
の
よ
。
」

心
葉
「
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
、
ま
さ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
決
ま
っ
て
な
い
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
か
？
」

遠
子
「
大
丈
夫
よ
、
明
日
ま
で
に
は
ど
う
に
か
な
る
と
は
思
う
わ
。
と
い
う
こ

と
で
心
葉
君
も
探
し
て
き
て
ね
。
」

心
葉
「
・
・
・
・
。
」

遠
子
「
心
葉
君
、
お
な
か
す
い
た
わ
。
何
か
書
い
て
。
そ
う
だ
わ
ね
。
お
題
は
、

遊
戯
王
、
青
春
、
イ
チ
ゴ
大
福
ね
。
時
間
は
５
０
分
よ
。
」

そ
の
あ
と
の
こ
と
を
、
い
う
と
僕
の
書
い
た
小
説
を
食
べ
た
。
遠
子
先
輩
は
の

た
れ
ま
わ
っ
た

翌
日
、
芥
川
（
芥
川
　
一
詩
＝
あ
く
た
が
わ
か
ず
し
）
君
を
誘
っ
て
お
い
た
。

そ
し
て
放
課
後
、
遠
子
先
輩
が
つ
れ
て
き
た
の
は
、
琴
吹
（
琴
吹
　
な
な
せ
＝

こ
と
ぶ
き
　
な
な
せ
）
さ
ん
と
竹
田
（
竹
田
　
千
愛
＝
た
け
だ
　
ち
あ
）
さ
ん
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を
つ
れ
て
き
た
。

琴
吹
「
別
に
井
上
が
出
る
っ
て
い
っ
た
か
ら
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
遠
子

先
輩
に
誘
わ
れ
た
か
ら
だ
か
ら
ね
。
」

心
葉
「
う
ん
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
。
」

琴
吹
「
ふ
ん
。
」
 

あ
い
か
わ
ら
ず
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
琴
吹
さ
ん
は
・
・
・
。

竹
田
「
心
葉
先
輩
お
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す
。
」

心
葉
「
竹
田
さ
ん
お
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
ね
。
」

竹
田
「
は
い
。
」

竹
田
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
琴
吹
さ
ん
が
も
の
す
ご
い
形
相
で
こ
ち
を
見
て

い
た
。

竹
田
「
琴
吹
先
輩
怖
い
で
す
～
。
」

琴
吹
「
怖
く
な
い
し
、
そ
ん
な
顔
も
し
て
い
な
い
。
」

竹
田
「
え
～
し
て
ま
す
よ
。
」

琴
吹
「
し
て
い
な
い
。
あ
と
、
竹
田
は
井
上
に
近
ず
き
す
ぎ
。
」

竹
田
「
そ
ん
な
に
し
て
ま
せ
ん
よ
～
。
」
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琴
吹
「
井
上
が
迷
惑
し
て
い
た
ら
ど
う
す
る
の
よ
。
」

心
葉
「
そ
ん
な
に
迷
惑
に
は
な
っ
て
な
い
ん
だ
け
ど
。
」

琴
吹
「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
な
い
。
」

や
っ
ぱ
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
琴
吹
さ
ん
は
・
・
。

す
る
と
、
遠
子
先
輩
が
い
き
な
り
。

遠
子
「
大
会
メ
ン
バ
ー
は
決
ま
っ
た
わ
ね
。
」

と
い
っ
た
。
て
か
、
芥
川
君
が
Ｄ
Ｍ
や
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
琴

吹
さ
ん
や
竹
田
さ
ん
も
や
っ
て
い
る
な
ん
て
、
さ
す
が
Ｄ
Ｍ
だ
な
。

心
葉
「
で
、
ど
こ
に
・
・
・
・
。
」

遠
子
先
輩
に
聞
こ
う
と
し
た
ら
い
き
な
り
、
キ
ン
ー
コ
ー
ン
カ
ー
コ
ン
と
放
送

が
始
ま
り
、
文
芸
部
の
部
長
と
副
部
長
は
姫
の
ア
ト
リ
エ
に
来
て
く
だ
さ
い
と

い
う
放
送
が
入
っ
た
の
で
、
僕
は
聞
け
な
か
っ
た
。
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第
１
章
　
文
学
少
女
チ
ー
ム
結
成
（
後
書
き
）

本
日
の
最
強
カ
ー
ド

遠
子
「
今
日
の
最
強
カ
ー
ド
は
・
・
『
ラ
ー
の
翼
神
竜
』
よ
。
な
ん
と
、
効
果

が
３
種
類
も
あ
る
モ
ン
ス
タ
ー
よ
。
で
も
、
特
殊
召
喚
の
と
き
で
し
か
発
動
し

な
い
効
果
も
あ
る
か
ら
、
ど
っ
ち
で
出
す
か
は
あ
な
た
し
だ
わ
。
で
も
特
殊
召

喚
し
た
ら
そ
の
タ
ー
ン
で
、
墓
地
に
送
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
き
よ
付

け
な
い
と
い
け
な
い
わ
。
」

心
葉
「
そ
れ
で
も
強
い
で
す
し
。
」

遠
子
「
そ
れ
に
し
て
も
、
心
葉
君
ど
う
し
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｇ
版
の
こ
の
カ
ー
ド
は
弱

い
の
か
し
ら
？
」

心
葉
「
強
い
か
ら
で
す
。
」

遠
子
「
そ
う
か
し
ら
。
」

心
葉
（
使
っ
て
み
て
わ
か
ら
な
い
、
遠
子
先
輩
っ
て
何
な
ん
で
し
ょ
う
。
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

“文学少女”と科学と魔術とSOS団が交差する決闘者たち
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4902v/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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